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出席者は、記録者が○を付ける。出席出来なかったスタッフは記録を読んでから欄に捺印する事。

＜患者様連絡事項＞

・畑中　成夫様～鼻水、時々発熱ある為抗生剤・解熱鎮静剤５日分処方となります。

　　　　　　　　症状を観察していきましょう。

・石塚　文明様～点滴療法本日から２日分指示を頂いています。

　　　　　　　　食事が取れていない為、明日主治医へ報告し再検討して頂きます。

・安達　貴浩様～鼻水出るため抗生剤３日分処方となります。

・向山　忠義様～喀痰培養でカンジダ（カビの一種）出た為、クラビット（抗生剤）は止めになります。

・木村　志美子様～本人よりパンを食べたいと希望あり、現在摂取量が少なく、度々、低血糖を起こしている事もあり、摂取量のアップを目的に本日夕食より朝食・夕食はパン・キザミとなります。昼食は全粥・キザミとなります。

　　　　　　　　 　インスリン（ノボリンN）、ベイスンは全て中止となっています。血糖値の日内変動測定を１日７回（食前・食後・就床前→時間7:30,10:00,11:30,14：00,17：30,20：00,21：00）していくよう指示あり、表を作成するので随時、記入してください。

　　　　　　　　　なお、日内変動測定中でも血糖値70ｍｇ/ｄｌ以下ブドウ糖10ｇ内服・空腹時血糖50ｍｇ/ｄｌ以下20％グルコース（20％Gl）静脈注射していくよう指示あり。低血糖に注意していきましょう。また高血糖時の報告・対処法についてと目安としての数値を三上Drに明確な指示を頂きましょう。

　　　　　　　　　食事量の記載は、間食（現在はしていませんが）も含め食べたもの全てを記載して下さい。

　　　　　　　　　　夜間のトイレは歩行不安定で転倒の危険性あり、本人と相談し、ベッド脇にポータブルトイレを設置しています。日中は、体調を見ながら歩行できそうであればポータブルトイレを片付けトイレ誘導していきましょう。

＜隔離室使用患者様について＞

畑中　成夫様～25日の午後より発熱はなく経過していましたが、本日深夜帯で本人より「熱っぽい」と話しコールドパックを要求されるが、体温36.4℃。今朝6：30体温37.8℃の発熱あり、寒気訴えられている。抗生剤と解熱鎮痛消炎剤継続処方となっています。風邪症状もしばらく継続して観察していきましょう。退室時は、衝動行為なく、他者との交流みられ穏やかに会話されています。

褥創部浸出液多量にみられ、下着まで汚染されていました。今後、清潔維持の為１日３回（午前・午後15：00・寝る前19：30）に処置行なっていきましょう。褥創委員会に情報提供し連携をとっていきましょう。

褥創部浸出液ですが、生食洗浄を行った際にポケットに残った洗浄液なのか浸出液なのか確認していきましょう。

＜措置入院患者様について＞

安達　貴浩様～右橈骨遠位端骨折の為、4月1日室岡病院受診予定になっています。ギプスは前回受診時外しここ１週間しびれはなく右前腕の回内はできるが、回外は困難。挙上は胸部まで可能です。現在は、自分で出来る範囲でとの指示だが、痛みを理由に動かせる範囲が狭い為、次回受診時、リハビリのパンフレット等頂き、スタッフがどのように統一して介入していくといいか情報を提供して頂きましょう。また、リハビリが思うように行かない事に対してイライラしてくる可能性もある為、要観察していきましょう。

していくよう指示あり、していくよう指示あり、北山　幸博様～作業等日課には拒否なく参加できていますが、その他は臥床がちでスタッフが介入するまで本人から話してくることがないので、こまめに介入し本人の思っている事などを聞いていきましょう。

＜川端Drケースカンファについて＞

曽我　正子様～時々腹満あるも本人からの訴えはない。入眠困難な為引き続き精神状態の観察していきましょう。

石岡　通秀様～入院一週間前から断酒し離脱症状ない。

　　　　　　　西病棟に空きが出次第転棟予定になります。

磯島　幸枝様～25日、レポートがあるからと運動を拒否される事ありますが、その他のプログラ

ムは拒否無く参加できています。運動は無理に進めなくても良いがアルコールプログラムにはきちんと参加してもらってください。西病棟に空きが出次第転棟予定になります。

小笠原　久年様～煙草１日10本から極端に多くならないように観察していきましょう。

　　　　　　　　減薬し調整していくので精神症状の観察行って下さい。

柏崎　貞司様～背中に新たに粉瘤できた為、毎日の清拭と更衣を継続していきましょう。

清川　トミ様～南病棟に空きが出次第転棟予定です。













